4月28日（土）
リフレッシュ氷川多目的室。
今日は連休の入り口のためか、
参加者がいつもに比べて少ない。
13時45分から一時間、新海先生の
ヴォイストレーニングと発声練習。
会場をぐるぐる歩きながらの
発声練習あり。
＊
15時より大川先生の合唱指導。
ピアノは田島先生。
「道化師」の2幕を練習。
＊
先週に引き続き、歌詞で歌ったり、
ラララで歌って音を確認したり。
＊
ｐ146　女声　Ohe!はのびのびと
ｐ148　ソプラノ　Prestoのstoは長めに。
　　　　　　　　次のPrestoのミの音は上からとる。
ｐ148　男声　テノールはバスのパートも歌う。
　　　　　　Prestoのeを鳴らして。長めに。
ｐ149　Presto,affrettiamci　sveltoの部分は、
　　　ソプラノ　プレーストアまでつないで。sveltoの
　　　　　　　　シレソの音を適当に取らない。
　　　メゾ　　　Prestoに息を交えない。
　　　アルト　　Prestoで隙間を開け
　　　　　　　　すぎないで。晴れやかに。
　　　男声　　　言葉を切らずに。
ｐ150　ソプラノ　deeの音は下降形だが、上がるつもりで。
　　　　　　　　デのあとエと言い直す。
　　　 テノール　perのルをしっかり言う。
ｐ151　ソプラノ　Presto compari ci affrettiamはなめらかに。
　　　　メゾアルト　Prestoのエをはっきり。
ｐ153　男声　　全員でこのページを歌う。　
　　　　　　　3小節目から4小節目のドを目指して歌う。
　　　Che correr mio Dio!はのびのびと歌う。
　　　Che correrは、×ケッコー。ッを入れない。
　　　メゾアルトは、切らないで歌う。ソプラノは母音を長く。
p154  アルト　giungerのgiunはしっかり音を出す。
　　　ソプラノ　下段のPostのソの音を長く。
ｐ156　Spicciateviのciaの音長く。
ｐ157 ソプラノ　Ma　non pigiateviはなめらかに。
ｐ159　ソプラノ　Su,で切る。つぎの十六分音符揃えて。
　　　アルト　　　V'e Postoは慌てず入る。
Ｐ165　Perche以降は丁寧に歌う。
　　　
4月21日（土）  
4月下旬にしては肌寒い午後。 
幡ヶ谷区民会館集会場。 
大川先生の合唱指導。 
ピアノ伴奏は松原先生。 
＊ 
■「道化師」
先週の復習。
P63～P73まで通した後、
歌詞でなく「ラ」で歌う練習。
P63～男声Din Donは、鐘が鳴ってるように。各小節頭を強調
P64テノール上段♩♩♩（DiｎDonDin）の動きしっかりと　
女声♪Din,Donは準備して声を出す
跳躍部分を滑らかに。言葉を切らない
（以下同じフレーズ同様）
P65女声　上段２小節目、出遅れない
P66女声　16分音符は重くならず、音楽の動きにのせて流れるように
   　　　二段目１小節、docchiano勢いを抜かず、
　　　　comparのラの音まで持っていく
　　バリトン、バス　下段４小節目の♩Donは目立つよう、
　　　　　　　　　　きちんと決める
P67女声　下段３小節Aの音はEを意識しながら高めにしっかり出す
テノール　上段のDin Donの入りは喉を絞めず伸びやかに。
　　　　　下段のｄ’amorの3連符を強調。
P68バス、バリトン上段３小節目の♪はリズムを感じて目立つように　
P69女声　上段２小節目♪Cの音安定させる　ソプラノは次のG
　　　　目指して上向きな発声で
　　アルトは同じ音が続くが抑揚をつけて楽しそうに
下段♪の羅列を刻まずフレーズを感じて一まとまりに歌う
バス、バリトン上段３小節目～はレガート。一つづつ切らない
P70全員のDin Donは揃えてマルカート気味に
女声　下段１小節Fは高めに準備。2小節目アクセント　
　　　vespero　のリズムは弾みをつけて
　　　身体に一本に柱が入っているのを意識。身体を揺らさない。
　　　　　４小節～次頁の移行はGを捉えしっかり上がる、
　　　　　音程が不安定なので再確認
P71テノール　上段１小節目のばし過ぎないように、
　　　　　　２小節目が出遅れる
　　　　　　下段「ラシ（♭）ド」と「レ（♯）ミドド」
　　　　　　音程的に分けて取る
女声　二段目１小節～息を遠くへ吐き出す
　　　ppは弱々しいのでなく、音量を小さく。
P72女声　上段３小節目Pを意識しすぎてあまり弱々しくしない
　　　　　下段１小節　Dinはアタックしすぎない、
　　　　　自然な息の流れで
P73女声　Ahは一瞬で良い声を出す
　　全員　最後のAhはpppでも息は混じらないように
休憩後P18～再び「ラ」で練習
P19女声　出だしが全部唐突なので早めに用意。
　　　　　自然な息の流れを意識
　　　　　充分な休符があるので余裕を持って準備
P21バス、バリトン　上段の音程注意
Ｐ23女声下段　早めに準備して
P24女声　fra stridaのstri～は、浅くならない
P25全員　のびのびと明るく
P27バス、バリトン　滑らかに、跳ねない
P28ソプラノ　３小節目E♭下がり気味
P29アルト　上段４小節D#の音確認　
  ソプラノ下段２小節～３小節　F＃～H♭に下りる音が安定しない
　　　　3小節目、一瞬で力を抜く
P31男声　下段　上下行ったり来たりだがきちんと合わせる
P35男声　３小節からの音程確認
「ラ」の練習終えて今度は歌詞で
P58男声　言葉が一塊になるよう、同じ音が続くが歌詞によって
　　　　下がらないよう
P59バス、バリトン下段　伴奏の流れに乗って出る　
P61女声　下段１小節 ci appel
　　　　　→チャッペル×　チアッペル○チャと言わない
　　バス、バリトン　下段　Andiamo! のモをしっかり強調する
■「カヴァレリア・ルスティカーナ」
P13～P24「オレンジ」とP33～P42「アルフィオ」の練習
　　　　　どうしても最初の音をアタックする癖がある。
　　　　　自然な息の流れでAｈ－
Ｐ15～オレンジ
明るく、笑顔で、発語が、遅くならない。
オレンジの薫り、ヒバリ、晴れたいい天気を想像して
Ｐ19女声Cessin le～息止めず、怖がらず。遅れるよりは、先にでる。
Ｐ24ソプラノ拍を横に流れるように、遅れないで
P35ソプラノ　Ah!　もっと自信を持って出るように
P40アルト　下段andar di qua, andar di laは重要な歌詞なのでもっと主張するように
4月14日（土）雨冬に季節が逆戻りしたように

冷たい雨が降る。

明日は最後のお花見日和か。

＊

13時45分。

ケアコミュニティ美竹の丘多目的室。

14時まで新海先生によるヴォイストレーニング。

”非常口”の絵文字デザインのような体勢をとり、

両腕を前後に振りながら声を出すと、声の響き

が豊かになる。パートごとに発声指導。

＊

15時から大川先生の合唱指導。

ピアノ伴奏は田島先生。

「道化師」の合唱をp73まで復習。

「声を積極的に前に出す。のびのび歌う」

ことを心がけて、と大川先生。

＊＊＊

p18　Ｓｏｎ　ｑｕａのｏの準備を早くする。

ｐ19から20まで男声は、すべてのパートを

一緒に歌う。（エキストラに頼らず

歌えるように練習する）

＜例：ｐ19上段Ｒｉｔｏｒｎａｎｏ　Ｓｏｎ　ｑｕａと

テノール、バスバリトンが一緒に歌う＞

ｐ20　バスＰａｇｌｉａｃｃｏのｇｌｉａｃの音は

　　　抜かないでしっかり出す。

ｐ23　下段　女声。言葉をはっきり言う。

ｐ24　下段　女声。Ｆｒａ　ｓｔｒｉをつなげて。ソプラノは、

　　　　　　高い音に移行する準備をして。

　　　　　　アルトはレガートに歌う。身体（首）を振って

　　　　　　リズムを刻まないで。

ｐ25　　　Ｉｎｄｉｅｔｏｒｏは、身体に一本筋が通るように。

　　　　　バス、バリトンのＥｃｃｏ　ｉｌのＥは前に出す。

　　　　　目立つように良い声で歌う。

ｐ26　　　バス、バリトンのｌｅの高い音は一番良い声

　　　　　を堂々と出すような気持ちで。

ｐ27　　1小節目ｔｒｏのｒがはっきり聞こえるように。

ｐ34　　1小節目Ｖｉｖａのｖａは息を流して止めないで。

ｐ35　　メゾ、アルトＰａｇｌｉａｃｃｉｏ　前に並べるように。

　　　　男性Ａｉ　ｍｏｔｔｉ　ａｉ　ｌａｚｚｉの部分では、

　　　　Ａｉの音は握り締めるように。ｍｏｔｔｉは、

　　　　「モッティ」。下降系はテンション下げずに。

ｐ36　　下段女声ａｐｐｌａｕｄｅのｐｌａｕの高い音は

　　　　　その前を歌っているときに想像しておく。

ｐ37　　１小節目バス、バリトンａｐｐｌａｕ　はつなげて。

　　　　ａは前にだすように。

ｐ39　　1小節目Ｅｖｉｖａのｖｉの音が三連符の頭。

　　　　3小節目のｃｉｏは全パート合わせる。

　　　　ｔ’ａｐｐｌａｕｄｅｏ の三連符部分の

　　　　言葉の分け方は、ｐｌａｕ　ｄｅ　ｏ（楽譜に記載

　　　　された分け方とは異なる）

ｐ40　Ｅ　ｌｏ　ｓｐｅｔｔａｃｏｌｏ？はしっかりと発音。

ｐ42　Ｃｏｎ　ｌｕｉ　以下の部分は縦割りにしないで。

　　　休符は気にせず息を流しながら歌う。

　　　　ｔａｃｅｒｅは、ひとつながりになるように。

ｐ46　ソプラノｍｏ，ｅの音は支えて明確に発音。

　　　ｓｅｒのミの音のときに、次のドの音を想像する。

　　　メゾ、アルトＡｈ！ａｈ！ａｈ！は笑ったら、

　　　自然にソシレとミラドになった（おかしい人の）ように。

ｐ47　メゾ、アルトのＶｅｒｅｍｏ，ｖｅｒｅｍｏは、最初の

　　　ｒｅの低い音に重きをおかず、次の高い音を

　　　目指すように歌う。

ｐ47，48　メゾ、アルト　Ａ　ｖｅｎｔｉｔｒｅは土台を造り

　　　　　　動かないように。ｏは頑張り過ぎない。

　　　　　テノールⅡｏは伸ばすうちにだんだん

　　　　　良くなるのではなく、最初から良い声で。

ｐ50　　ソプラノｂｅｌの音はしっかりつかまえて。

　　　　口を立てに開ける。

ｐ59　　ソプラノはＩの準備を早くする。ｇｎａｌｒｉは、

　　　　押し付けがましくなく。（お茶を）”置く”イメージ。

　　　　Ｖｅｒ　ｓｏ　ｌａ以下、バリトン、バスは一緒に歌う。

ｐ60　　テノールの5小節目からは、気持ち早めに歌う。

　　　　バス、バリトンの4小節目のｒｉは自分の意志を

　　　　持って終わる。

　　　　女声はｐ61に入る前に息を吸って準備しておく。

ｐ61　　女声は、Ｌａやｐａなど長い音を

　　　　次につなげるように歌う。

　　　　テノール下段Ａｎｄｉａ2音は切れない、跳ねない。

ｐ63　3小節目で音を切るときにｍの音を入れる。

　　　そのとき頭を立て振りしない！

ｐ64　女声は歌いだす前に十分息を吸っておく。

ｐ66　下段女声4小節目で音を切るときにアルと言う。

ｐ70　下段女声ｖｅｓｐｒｏのｖｅからｓｐｅへ

　　　　スキップしないで。 

ｐ71　上段女声5小節目切る音でオルと言う。

■次回は「道化師」の復習と次の合唱部分を。

「カヴァレリア・ルスティカーナ」

も練習するそうです。

4月7日（土）晴れ

桜の花が満開に。

陽射しは明るいが、花冷えの午後。

14時。ケアコミュニティ美竹の丘

多目的室。

合唱指導は大川先生と

（ピアノ伴奏の）田村先生。

今日は「道化師」の合唱練習。

パートごとに言葉、音程、リズムを

確認しながら出来ないところを

何度も繰り返し練習。

「大川先生の指導は丁寧で

分かりやすい」と練習終了後、

合唱団員から絶賛の声。

＊＊＊＊

p18他　son quaは、sよりもoの母音を響かせる。

　　　　アルトの出だしのquaの音は実際より高めを意識。

p19　　ソプラノRitornanoのtorとseguonoのseは息を止めない。

p19と20　装飾音は真面目に歌いすぎないで。

p20　ソプラノai la ziの　laは、ziに向かう事を意識して息を流す。

　　　アルト　applaude ognunは、テンションを保ったまま歌う。

　　　バス　　Pagliaccio のPaの音を正確にとる。gliaの音は

　　　　　　　　はじけて。

p21　バス　EdegliのEdeエとデを切らないで。serioは息を流して。

　　　　　　　rioは引きすぎない。

　　　ソプラノ　serioをセ・リ・オのように切らないで。

　　　　　　　　pasaがposaにならないように。

p23　ソプラノ　Iｎは次の音を考えながら歌う。

p24　女声　Fraだけ強調し過ぎない。Fra strida　eと息を流して。

p25　IndietoroのIはイ。曖昧な発音にしない。Arrivanoのｒｒはしっかり巻く。

p26　四小節目のindieのdieを歌いながら次の音を十分意識。

ｐ27　四小節目のPagliaccioのcioは捨てないで！お茶を丁寧に相手に

　　　差し出すような感じで。

p35　アルト　二小節目からしっかりとソプラノを支えるつもりで歌う。

　　　バスバリトン　Aimottiのmotは短くならないで言葉をはっきり。

 p36　ソプラノ OgnunのOはオ。曖昧な発音にしない。

 p37　下段女声　Viva 　Viva　Pagliaccioの間に休符があるが、息が

　　　つながるつもりで。

 P39　Evviva  Pagliaccio, t'applaude ognun!は、cioでブレスが

　　　あるが、間を空けようと思わない。息を止めない。

 P41　ci assorda!のチの発音注意。

　　

3月24日（土）雨のち晴れ

14時。猿楽小学校音楽室。

合唱指導は坂本先生と

（ピアノ伴奏の）田村先生。

練習が始まる頃雨は小雨に。

歌っていたら明るい陽光が

小学校の校庭に射し始めた。

気温は低い。

■「カヴァレリア・ルスティカーナ」

●指揮の佐藤先生からの注意事項及び再確認事項

p19　 allietasiのsiは「スィ」。濁らない。（再確認事項）

p37　3段目テノール　1小節目のmeはファの音。

p40　2段目テノール１の2小節目のeanのeはミスプリント。anで良い。

p48ほかのrisortoは、「リゾルト」。濁る（再確認事項）

p62と63のテノール１のoggi aの符割は、ｐ62に揃える。

●練習時の注意事項

p34　2段目3小節目のanは、下からずり上げない。たたみこむように。

p35　裏拍にまどわされず、しっかり拍を数える。

p37　belは、上方に開くように歌う。

p38　andarのanが聞こえづらい。準備しっかり。

p42　下段の1小節目のメゾアルトのqua e diの　diは

　　　　すばやく性格に音をとり言葉をはめる。

　　　下段2小節目ソプラノのlaはアルフィオを

　　　華やかに盛り上げるように。

■「道化師」

●全体を通しての注意事項

①P179以降の笑い声について（他にp200、205、209など

　　214以降はソリストとの絡みで表れる）

　　笑い声をわすれがち。付箋などはさんでチェック。

　　（ただしはさんで満足して終わらないように！映像で、

　　笑いの場面やそれぞれの笑いの意味を確認すること）

　②母音を丁寧に歌うように心がける。

　③下降形に気をつける。

　④ｵ段が暗くなりがちなので気をつける。

●練習時の注意事項

p146　Oheは、小さくても声を送り出す意識を強くもって歌う。

ｐ148　Presto!「早く！」という意味をイメージして。

　　　　compare のpaは明るく、reは音は低いがしっかり保って歌う。

　　　　ritの記号がある。その部分息を深く。

p150　2小節目cheはソロのtiを聞いてから歌い始めると遅い！

       lo spetacoloはひとつながりだと意識して歌う。

p151　ソプラノprestoのstoの音少し高くなりがち。

p152　affrettiamのｍはもともとaffrettiamoのoが取れた形。

　　　　oが残っているくらいの意識でmを強調して発音。

p155　このページに変ると迫力がそがれる。和音が変ることを

　　　　前もって意識。

p157　ソプラノはMa non piのMaを何となく入らない。響きをためて

　　　　はっきり入る。

p166　Facciamの最初のaはねばって歌う。ｍは音を響かせて。

3月１７日（土）雨

冷たい雨が次第に激しくなった午後。

１４時。猿楽小学校音楽室。

合唱指導は坂本先生と（ピアノ伴奏の）田島先生。

男声の参加者がいつもと比べて少ない。

■「カヴァレリア・ルスティカーナ」

最初に訂正事項が２点。

①ｐ19 allietasiのsiは「スィ」。濁らない。

②ｐ50 risortoのso「ソ」。濁らない。

ｐ33から42までの言葉の読み方、音取り、合唱練習。

P37下段から～最初は、跳ねるように歌わずレガート気味に

　　　歌う練習をすると良い。

　　　bel のeは、明るい音。

p38　１小節目andardiのa（母音）が緩みがちなので

　　　　はっきり歌う。

　　　　２小節目qua e dilaの　diの音は異パートで

　　　一致するのを意識。

　　　下段１小節目aの音をしゃくりあげないで。

p39　２小節目quaの音程が異パートでも合うように。

　　　下段１小節目のlaは、下や上から入らない。

　　　的確に音を掴む。

　　　mestiereのreの音２音は同じ音。

ｐ40～quaとlaの意味を考えながら歌う。

■「道化師」

今日の練習は、

p145第２幕の言葉の読み方、音取り、合唱練習。

全般的に注意すべきことは、

①下降形と②オ段（暗くなりがち）。

ミスプリント

ｐ158　Peppeは、Pep-pe。ハイフンを入れる。

ｐ159　上段終わりのV'e post、遅れないように

　　　　スピード感を持って。

　　　　上段終わりから下段にかけての

　　　　acantoのcanの音符は四分音符から

　　　　八分音符♪に訂正。

p146　装飾音の音程正しく。

ｐ148 ３小節目Prestoのo(母音）はっきりと。

　　　下段１小節目affrettiamociのciは、無声化しない。

　　　iが聞こえるように。

ｐ149 1小節目Prestoのeが拍の頭にくるように早めに

　　　Prを発音する。

　　　３小節目sveltoのsは濁る。

ｐ150　下段dee「デ」。

p153　correreのoは呑みこんで歌わない！

p154　quaのuの発音注意。uは「ウ」の音を作っているときに

　　　　筋肉が徐々に集まってくるイメージ。

p160　上段accantoのnは3小節目最後に入れる。

坂本先生より「次回も同じ箇所の練習をします」

とのことでした。

　　　

3月10日（土）曇

雨が止んだけれど、しんしんと冷える午後。

14時より猿楽小学校音楽室で練習。

合唱指導は新海先生、ピアノ伴奏は松原先生。

松原先生による発声練習の後、

新海先生から「今まで歌ったところを

一通り歌ってみましょう」と

練習が始まる。

「道化師」。

P18より開始。

ｆｒａ　ｓｔｒｉｄａ　ｅ　sibili　ｄｉｇｇｉａ　など、

早い音符に言葉が入るところは、

言葉をはっきり。言葉を読むときには

歌うポジションで読むと良い。

P42

Ah!ah!ah!ah!ah!ah!は手を打ちながら、

遅れないように歌う練習。

P64

Ｄin Don,suona～

Ｄinの音をしっかりとらえてＤiをはっきり

発音するように。

「カヴァレリア・ルスティカーナ」

P15

Ｇli arancioのGliの発音早めに準備、

リィの発音を際立たせて。

P16～17

mormoriの装飾音の音程を確実にとる。

radoppia al ｃorの最後はp(ピアノ）に

しないように。

P18

sole,a voi　leを早く切るか、つなげて歌う。

aが遅れないように気をつける。

P19

Ｃesin le～祈りの意識を持って歌う。

Ｖergine serenaは言葉をはっきり発音。

allietasiのlieは高いところをめざして。

p46

Innegia moの歌いだしは空間の高みを

目指すように。祈りの気持ちを込めて。

後半に向かってエネルギーを使うので、

最初の方はセーブしながら歌う。

全体を見通して力の配分を考える。

P53

Innegia moのgiaは、高く音をとるつもりで。

P63

Innegia mo　のInは上に音をキープ。

P122

A casaはスタカートだが、音が薄くなりがち

なので、最初はスタカートをつけないで練習

すると良い。

p131

Ｖivaのvは唇を噛むのではなく、唇の後方に

軽く歯をあててvの音を響かせる。

P133

Ｂeviamのbとvの音の差別化を明確に。

p135

三連符ゆっくりしすぎないで。

2月11日（土）晴れ

14時より猿楽小学校音楽室。

合唱指導は坂本先生とピアノの田島先生。

＊

★「カヴァレリア・ルスティカーナ」。

前回練習した”オレンジの歌”と

”家に帰ろう”の歌の復習。

p13

Aｈ！：空気感を感じて。3小節目の音を切るときには、おなかを緩めて切らない。

p15

イタリア語の歌詞を、一語ずつ切って読む練習をすると良い。

他の箇所も一語ずつ、言葉とその意味を理解して歌うこと。

Gli　aranciolezano～：言葉にアクセントを置いて強く歌うというより、

　　　　　　　　　　　　　　響きを大切にする。

Sui:のi=イは、口を横に引かないで発音する。

p17

1小節目最後に”オル”の音を入れる。

giungeil、rumorの、uの音に注意。

p19

Cessin le rustiche　opre～は、音符の玉と玉の間をつないで歌う。

                                      oは「おはよう」の「お」。

Vergineのgiは「ヂ」、alietasiのsiは「スィ」。

p20

mormoriの装飾音の音程を丁寧に取る。

p122

A casaの最後のアの音までしっかり発音する。

p123

senza indugio coriamの３連符、リズムに注意して、良く口を動かして発音する。 

★「パリアッチ」

p18からp41まで発音、音取り、リズムを確認した後、とにかく

強引にでも何度か通して歌ってみる！という練習をしました。

6月30日（土）
梅雨の晴れ間の暑い午後。

14時。リフレッシュ氷川集会室。

合唱指導は佐藤先生。

ピアノ伴奏は田島先生。

「カヴァレリア・ルスティカーナ」

p13 Ah!
　　　アルト 何のア？　良いものを思い浮かべる
 　　　　　　頭蓋骨の奥を開いて明るい音で
 　　　　　　ミとファの間たっぶりとる
 　　　ソプラノ　出だし高くならないように
 　　　男声　背筋・腹筋を感じさせる声で
p15   女声　　長いスラーを意識。arranciという言葉を大事に
 　　　　　　　Glは、音符の前に出して歌う
　　　　　　２段目　明るく歌う
p17   男声　１段目　roの二分音符しっかりのばす
　　　　　　２段目　delleデーレとしっかり言う
p18   男声　１段目　soleのあとの,を感じて
　　　バス　２段目　commeは下から掘らない。2小節目の音
　　　　　　　　　　落ないように。Chiamoは音を上めに感じて
p19   女声　薄い声で
p20   女声　２段目　２小節目moriは柔らかく
　　　　　　３段目　３小節目tiの音伸びすぎない
p21   男声　Inは長く歌うつもりで
p22   女声　２段目　Ah!p13と同じテンションで
p23   ソプラノ　２段目４小節目大人っぽく、深く
p24   全体　２段目　自然にdim.このページ、シチリアの明るい
　　　　　　太陽を思い浮かべて歌う
p35   テノールの一段目dilaと、ソプラノ　Ah!　
　　　音が下がらないように
p39　バス　1段目1小節目　しっかりのばす
「道化師」
p19  女声　装飾音はメインの音符の前にだして歌う
p24  女声　２段目Fraはａが音符と一致するように。
　　　　　　Frは前に出して歌う
p25  全体　troはト（オ）ロにならないで
p28  全体　evvivaの最初のvは早めに準備
p30  全体　pagliacciは３分節のことばパ・リャー・チ。　
　　　　　パ・リ・アー・チにならないで
p46  全体　vrremoはrrを意識
p47  ソプラノ　buonuはリエゾンで、ブオヌ
p49　全体　2小節目　伸ばしすぎない
p50  全体　笑いは軽いタッチで
p60  テノール　出だしはもっとレガートで
p63  男声　大きな鐘をイメージ。二分音符は長めに歌う
p66  女声　Le　mamme～はスラーを意識
p69  バスバリトン　１段目　Gia　tutto～はつなげて歌う
　　全体　　2弾目Ah!Ah!は息を吸わずに歌ってほしい
p159 アルト　２段目２小節目　toは、休符を意識
p163　バスバリトン　１段目２小節目Perche～
　　　は乗り遅れないように
p168  全体　Facciam　rumor！上品すぎる！！
6月23日（土）
今日も夏の陽射しが眩しい。 

14時。リフレッシュ氷川集会室。
合唱指導は大川先生。
ピアノ伴奏は田島先生。
＊
「カヴァレリア・ルスティカーナ」
p21 ソプラノIの下のパートの動きを目立たせる
　　男声　Inで切らず、次のmにつなげる
p22 男声　noiで切らず、stanにつなげる
p24 女声　Ahの前にンをいれない。頷かない
p33 テノール　「ああ、なんと素敵な仕事だろう」という
　　　　　　　意味を汲んで歌ったらスタカートになった
　　　　　　　という風に。スタカートを強調しない。reは
　　　　　　　遊んでアクセントをつける
p37　女声　　　上記に同じ
　　テノール　Oを怖がらずに出る
p34 テノール　darをダルとしっかり発音
p41 ソプラノ　高い音を眉間にしわを寄せてつらそうに
　　　　　　　歌わない！
p46～全体　指揮のテンポよりゆっくり歌わない。
　　　　　　音が変わるところで遅くなっている。
　　　　　　Inneで止まらず次へ。長い音に向かって歌う
p52 アルト　Innegiaのgiaは弓を動かし続けるイメージで
p122 男声　スタカートに「家に帰りたい」気持ち、
　　　　　温かみを込めて
p123　女声　同上
p140  全体　3拍目を感じてから準備するのでは遅い。
　　　　　　luで拍をとらない。
p142　女声　息を吸って早めに準備
p143  女声　縦割りになりすぎずに
♫　記録者が「道化師」練習時間に不在でした。練習記録を
付けている方はお知らせください。
日記にその部分を加えます。
♫　次回はマエストロの練習。大川先生は、次回は8月の
練習だそうです。「次回を楽しみにしています」と
お話されていました。
6月15日（土）
紫陽花が梅雨空に彩を
添える日。
14時。幡ヶ谷区民会館。
合唱指導は坂本先生。
ピアノ伴奏と16時からの
合唱指導は松原先生。
＊
「カヴァレリア・ルスティカーナ」
p13　女声　咽頭を開けて（文字っぽい歌い方は×）
p20  メゾ　３段目１小節canの音が聞こえるように
p21  メゾ　１段目1小節ｄを響かせて。アルトとの音の
　　　　　　ズレを意識してdoppiaalを歌う
　　 男声　　女声に耳を傾けながら歌う
p33～  テノール　　anは響きのある音で。子音は早めに発音
p46～ 全体　歌いだし静かに。
　　　　　（伸ばす音は特に）拍を感じて歌う。
　　　ソプラノ　２段目　schiuが遅い
p58   バスバリトン　Inneggiamo～喉詰めないで
p59   アルト　１段目ggiaにストレスを
p65   バスバリトン　歩を進めるように歌う
p140 ソプラノ　コンパルではなくカンパルと歌うつもりで。
　　　　　　　ファの音が下がらないように
　　　　　　　luはloと歌うつもりで
「道化師」
p19 ソプラノ　２段目３小節喉を詰めない
p23 アルト　Inの音響かせるソプラノに寄り添うように歌う
p24 バス　音が聞こえるように
p29 全体　Evivaの前の８分休符で遅れない。どんどん遅れるのに注意

　　　男声　　１段目3小節　3つの音を叩くように止めて歌わないで

p146  ソプラノテノール　ファを目指して歌う

p157  ソプラノ　2段目3小節　鋭く歌う

p159  アルト　V'e　posto～かなり準備して。四分休符で息を必ず吸う

6月8日（土）
半袖では肌寒い雨の午後。
14時。ケアコミュニティ
美竹の丘。
合唱指導は新海先生。
ピアノ伴奏は田村先生。
＊
「カヴァレリア・ルステイカーナ」練習。
p13　ソプラノ　伸ばす音あ一番良い音を目指す
p15  女声　４段目1小節目と
p16　女声　1段目7小節目の切る長さを意識
     ソプラノ　2段目2小節目の最後の伸ばす音低くならない
　　　　　　　 2段目3小節目、4小節目はひとつのラインで歌う
p22    男声　2小節目　riposando のriはしっかり。その前のchiは短め。

p23    男声3小節目　aは遅れない

p122　全体　casaを大切に歌う

p123　ソプラノ　ノリは裏のリズムを大切に

p140　全体　1小節目のブレスは早く

＊

「道化師」練習。　　　　　　
p21　バス　2小節目入りをしっかり
p153 バス　1小節目ファの音を抜かさず、しっかり
　　　　　vの音たっぷり。歯は下唇に触れるだけ
　　　テノール１　3小節目Acのところ切らないで
p162　女声　Suvia～テンション下げずに
p205  ソプラノ　1段目1小節目わざわざ口をあけず　
　　　　　　　　　　 2小節目mareは伸ばしすぎず
　　　アルト　　２段目1小節目　ェは口を横に開かない
　　　テノール　2段目Cheを止めない。dがぶれないように
　　　　　　　　スピード感を持って歌う
p200  全体　　Bravoは入りが遅い
p218 ソプラノ　3小節目Aiのｉはァに近い音で。×イ
p219 女声　１段目1小節目taの長さ意識して切る
　　　　　 2段目1小節目ブレス揃えて。2小節目音符の長さ意識
新海先生から。8月12日（日）に大田区民ホール・アプリコ大ホール
「トゥーランドット」に新海先生と、（渋谷シティオペラの今回の公演にトニオ役で出演される）今井俊輔さんが出演されます。チケットは新海先生、または運営委員まで。ちなみにB席がたくさんあるそうです！
　
6月1日（土）
晴れて汗ばむ程の
 陽気の午後。
 14時。幡ヶ谷区民会館。
合唱指導は大川先生。
ピアノ伴奏は田島先生。
＊
「カヴァレリア・ルスティカーナ」。
p15  女声　2段目4小節以降笑顔で歌う

　　　　　　　3段目5小節目激しく音の変化を捉えて

　　　　　　　4段目1小節目オルと言って音を切る

p17  テノール　１段目2小節目16分音符はしっかりしゃべる

　　　　　　　　　　２段目3小節目16分音符の入り、遅れず

p24 メゾ・アルト　１段目3小節目ため息にならない

ｐ33 テノール　このページ以降、テノールは長い音符の次を

　　　　　　　　　遅れないでしっかり歌う。

　　　　　　　　　１段目1小節目（以下同様）スタカートに

　　　　　　　　　　するのではなく、楽しさを出す感じで

p34テノール　２段目4小節目ｄａｒは短く

p38女声　1段目1小節目ａｎ　ｄａｒ　ｄｉはレガートで歌う

　　　　　　2段目2小節目ｄａｒは短く

p39バスバリトン　２段目1小節目短くならないで母音長く

　　　　　　　　　　　2弾目3小節目以降は、2小節まとまって歌う

　　　　　　　　　　　2小節ごとにテンションが上がっていく感じで

p41 ソプラノ　２段目3小節目から、2小節ごとにテンションを

　　　　　　　　　上げていく

p42 ソプラノ　１弾目4小節目から一音ずつ切らないで

p46バスバリトン　１段目6小節目から深い温かい声で歌う

p47ソプラノ　1段目から前へ前へ息を送る感じで歌う

　　　　　　　　丸の中に入って拍は円でとる

　　メゾアルト　1段目から子音を早めに発音。母音を大切に

p53 ソプラノ　粘って歌わないこと

p54　ソプラノ　１弾目２小節目はステンレスの上を氷が滑るように

p60 テノール１＆２の連携を良くする（inneggiaからalSignor)

p63 女声中間パート　Signorの歌い終わりはスーパーカーが

　　　　　　　　　　　　　　過ぎ行くように歌わない！

p65 バスバリトン　3小節目は、跳ねない、一音を長く歌う

p122テノール　１段目5小節目ciの入りを遅れない

　　　　　　　　　　２段目最初の食いつきは遅れない

　　　　　　　　　　３段目２小節目レガートで

p131ソプラノ　笑顔でViva

p136バスバリトン　１段目3小節目ｏｇｎｉ　ｐｅｎは怖がらずに

＊

「道化師」

p205ソプラノ　ｍａｒｅは長くならないで

あまりやっていなかった最後の方の

練習をした後、楽譜の最初に戻って、

時間まで復習しました。

　　　　　　　　　　　

5月２６日（土）
１４時。リフレッシュ氷川。
合唱指導は大川先生。
ピアノ伴奏は田島先生。
＊
「カヴァレリア・ルスティカーナ」。
P15　女声２段目fiorは音の変化を大げさに
　　　　 ３段目marginiのaをはっきりと
p16  ソプラノ　mormoriの最初のmoｒは上がりすぎない
　　　メゾ＆アルト　上記の箇所は、のびのびと遠慮せず
p１７　テノール　２段目geは下向きにならず。vostreのo母音長く

ｐ21  男声　１段目２小節から急ぎすぎず。３小節目最後の１６分音符丁寧に

p24 テノール　３段目４小節目diを次の音laにつなげて、laは解放する

ｐ33 テノール スタカートはのどで切らず、おなかで切る

p37 バス　　２，３小節目はレガートで

　　　全体　　２、４小節目のreで切るところは遊びを持って

p38 メゾ＆アルト　１段目２小節目思い切って。２段目最後つまらなそうに

　　　　　　　　　　　　歌わない。

　　　バス　　１段目２、３小節、つなげる。２段目　andardiもつなげる

p39　ソプラノ　２段目laは上がりすぎないで

　　　バス　　２段目１，２小節目は捕まえなおす感じで

P40 全体　　２段目３小節目quaで切る

p41 全体　　１段目１小節目laで切る

p42 メゾ＆アルト　２段目darは前に出す感じで

ｐ47ソプラノ　１段目gia（音の変わり目）美しく

　　テノール　上記の箇所は音を上からとる。e morはつなげる

p48 全体　risortoはリソルト、oggiaseesoのsoはゾ

P50 メゾ＆アルト　２段目ａｌｌａｇｌｏはしっかり音を上げる

ｐ58ソプラノ １小節目ｇｌｏｒｉａは、音を正確に

ｐ122～全体　スタカートしすぎないで。A の入りはアの口の形で

p133 全体giostraのoの母音しっかり

p134　女声２段目はレガートで

　　　　バス　２段目～はかっちり歌う。四分音符と四分音符の間から

　　　　　　　　音がなくならないようにかっちり歌う

p136　女声　１段目２小節目のoの位置、あいまいにしないで

p140　全体　最初の音、食いつき早く

＊

「道化師」

歌っていなかったところを歌った後、

最初から復習の意味で歌いました。

　　

5月19日（土）
眩しい陽射しが夏を
思わせる。
14時。幡ヶ谷区民会館。
合唱指導は坂本先生。
ピアノ伴奏は田村先生。
＊
「道化師」。
p18　メゾ・アルト　sonqua! ×↓↑。音の高低をそのまま
　　　　　　　　　歌わないで
 p19　女声　　TuttiloのTutは急に息を吸わない。固まらない
p21    バス　　　　Ede　gliのEは長く。休符の後はしっかり出す意識を持って

　　　　女声　　　　Ed egliの歌いだしは練習番号2番から準備

p23　　女声　　　　下段Inの歌い出しは、その前の休符の間に。

p24　　女声　　　　下段fraの歌い出しは、その前の休符でしっかりブレス

p28　　全体　　　　ｐrincipeの発音。ciの発音はチではなく、”ツィ”

p31　　全体　　　　guai co'l lieto umor!は長く広げていくイメージでクレシェンド 。

　　　　　　　　　　　下段lgnunは、縦の響きを大切に　　　　　　　　　　　

p42　　メゾ・アルト　　tacereの準備を早く。テンポは正確に

p58　　バス・バリトン　　　Sul serioは、音の天井が低いので、押さえつけず、

　　　　　　　　　　　　　　　　天井を保つ

p65　　女声　a coppiealの歌い出しは、助走をつけるように呼吸する

p66 女声　　sol vuolのvuoの音は高いところからとる

　　　　　　　　　ciadocchianoの最後のnoは、次につなげるように

p69　　メゾアルト　Le mamme～運ぶように歌う

　　　　テノール　　IvecchiのIは裏拍を感じて

　　　　　　　　　　　Ah!の動き出し早く

p70　　女声　　　DinDonは、音を横に運ぶ。叩くように歌わない

p153　メゾアルト　Ｃｈｅ　ｃｏｒｒｅ　ｍｉｏ　Di0は、押さえつけず歌う

p162　女声　　　　Suvvia!はSの音を鋭く。 

「カヴァレリア・ルスティカーナ」 

最初からp42までの合唱部分、

p123からp126、

p132からp139までを歌いました。 

5月12日（土）
爽やかな風の吹く
心地良い午後。
14時。
ケアコミュニティ美竹の丘
多目的室。
合唱指導は坂本先生。
ピアノ伴奏は田島先生。
＊
■「道化師」の合唱練習。
●p42からp73までの練習
 p42 ソプラノ Conもsiも音の点を高く取る
　　　　　　  cedereは母音をつぶさないで
　　アルト　”笑い”はお腹を使って
　　　　　　tacereは暗くしない
　　男声　　”笑い”は楽しく。Conluiは積極的に
　　テノール　tacereはテンション上げて
　　バス＆バリトン　tacereは食い付きを早く
　　全パート　tacereはレガートで
p46 ソプラノ＆テノール　Vereは、音を上げて下げない！
　　　　　　　　　　　　mo'eは緩めないで。serで落ちない
p47 アルト　3小節目のverははっきりと
 　　　　　　蛇が頭を明確にもたげるように
p48 アルト　１小節目は、rit.しない
p49 バス　　mo!は、大きな紙を持って圧力をかける感じ
p50 ソプラノ　queとbelは高いところから音を取る
　　　　　　　lanは母音を長く。跳ねない
p59 ソプラノ　Versolaは母音をはっきり丁寧に。eは長め
　　　　　　　3音を一音ずつ意識して
p60 テノール　１段目のEの音はぶつけない。
　　　　　　　エスカレータか、観覧車に乗るような感じで
　　　　　　　2段目2小節目coはスピード感を持って
 　　　　　　　　　　　　3段目giulivaは運んでいくように

　　　　バス＆バリトン　Le campaneは、入りを前から準備

p61　女声　Aｈ！はいい匂いがするような雰囲気を感じて

　　　テノール　2段目Andiaは、切れない！跳ねない！

ｐ62 全パート　Andiamは次第に加速して盛り上げる

p64　女声　一段目Dinは喉を締めないで

p69　ソプラノ　Leは重くならないで

　　　メゾ＆アルト　Aｈ！からは雑巾で拭き掃除する感じ

p73　女声　Ahは前に出すぎないで。音が低くなりがち。ドは装飾音ではない

●P146からｐ160まで練習

p146　ソプラノ　Oheはファを大事に歌う

p153　男声　Vehはしっかり出る。comecomeは、長い音をしっかり伸ばして、

　　　　　　　　３：１の長さを意識。

●p18から41までの練習

■久しぶりの「カヴァレリア・ルスティカーナ」の練習

●p33からｐ４２まで練習

●P122からp139まで練習

p123女声　一段目三連符注意！　二段目A cazsaは暖かい雰囲気で

p124ソプラノ　二段目2小節目　reは、ソの音を意識

p133　全パート　BeviamのBeは印象深く、大漁旗を振るように

p134　ソプラノspumeggianteはレガート

　　　　アルト　下段は笑って歌うように

　　　　バス＆バリトン　VivailのViは大漁旗を振るように音を保って

p135　女声　come～はnの音を早く取り過ぎないで

p138　全パート　下段は弱めに入ってだんだん盛り上げる

　　　　　　　　　　　viamのｖは早めに入る。その後の言葉速く

　　　　　　　　　　　最後の小節のviamは強く歌う　　　　

♪坂本先生から

「お金を払ってお客さんが

見て下さる事をもっと認識して欲しい。

注意された点は日付とともに、

楽譜に書き込みをしておくこと！」

とのアドバイスがありました。

30分早く全体での練習が終わり、

男声は音取りを含めて、

居残り練習をしました。　　　　　　　　　　

　　　　　　　

5月5日（土）
新緑が美しい季節に。
晴れて気温が上昇。
ケアコミュニティ美竹の丘多目的室。
合唱指導は大川先生。
ピアノ伴奏は田島先生。
＊
■「道化師」の2幕の合唱練習。
 ｐ146　ソプラノ　Oheは、息を止めない
p147     ソプラノ　　　一段目3小節目Pre　しっかりと長く
　　　　　　　　　　　　二段目2小節目moは明るく
　　　　　テノール　　Preのeを鳴らす
ｐ149　　ソプラノ　　一段目１小節目Preは息を流す
 　　　　　女声　　　　comparは明るく
 　　　　　メゾ・アルトaffretiamciの言葉をはっきり。でも
　　　　　　　　　　　　むきにならないで。tiamははねない。
　　　　　全パート　　comparの最後は切って止める。巻き舌
　　　　　　　　　　　　できる人は巻く
 p150    ソプラノ　　歌いだしを恐がらずに！
　　　　　テノール　バスのパートをお手伝いする
　　　　　男声　　　下段Dee～滑らかに
p151   　メゾ・アルト　　軽快に歌う
p152  　メゾ・アルト　paで音をしっかり下げる。affrettiamは
　　　　　　　　　　　　　はねない
　　　　　男声　　　　colの高い音を怖がらずしっかりつかむ
ｐ153   男声　　　　corrono～勢いで昇る。テノールも歌う　 
　　　　　テノール　Che～滑らかに。母音綺麗に
　　　　　バス　　　 Cheは音程を消さない。長めに。×ケッ
ｐ154   メゾ・アルト　二段目Ｃｅｒの歌いだしは上から音をとる 
ｐ155   ソプラノ　　　うたいだしＣｅｒは活き活きと
p156   ソプラノ　　　Via～はねないで
　　　　テノール　　一段目Spicciteviのciaは長く。重心を置いて
ｐ158 男声　　　　s'accapiglianoははずまないで
ｐ159 ソプラノ　　　Su,とその後を分けて歌う
　　　　バス　　　　一段目はねないで。大きな孤を描くように
　　　　メゾ・アルト　二段目最初のcanは八分音符
p160 バス　　　　Sedete～滑らかに
p162 テノール　　下段最後のteは後ろのviにつなぐように
　　　バス・バリトン下段ciateviは滑らかに
p163　テノールはバスをお手伝いする
p165  ソプラノ   上段３小節目ciaは息を流す
　　　　全パート　上段５小節目は指揮を見て入る
ｐ166 テノール　　上段３小節目darの時に、次の音を掴んで　　　
　　　　　　　　　　　同じ小節のSuvia～rは音を上下せずまっすぐ！
■「道化師」一幕の合唱練習
p３１　テノール　下段lazziは坂を滑らかに下るように
ｐ32＆33  全パートpassaの切り方は、短くなり過ぎないで
　　　　　　余韻を残す
p35  男声　Aimotti～滑らかに
ｐ36　女声　上段３小節目　Oは上からとる。下段２小節目ai
　　　　　　　　の音、下がらないで
p37 男声　　上段Vivaの音、上からとる
     全パート　　下段cioは８分音符！
ｐ41全パート　　下段sciはシでスィではない。殊更強調しない。
p46 ソプラノ　歌い出しは、息を準備して。マヨネーズがたっぷり
　　　　　　　　容器に入っているイメージ。ないものを搾り出すの
　　　　　　　　は×。
　　　メゾ・アルト　Ah!ah!ah!は強くなりすぎないで
　　　男声　　mo.eは食いつきに注意！
p48 ソプラノ　１小節目は、階段でなく坂を登るように
ｐ59ソプラノ　歌い出しは、準備早く
　　　バス　　　のびのびと。×ポルタメント
p60　テノール　vesperoのsは、前に来過ぎないで
p61 女声　　歌い出しの準備を早く
ｐ63 テノール　DonDin～楽しさを継続。でも少し控えめに
ｐ65女声　　Dindonの前に余裕をもって息を吸う
ｐ66女声　　上段ciarの後はしっかり切る
　　　　　　　下段の最後は巻き舌でル
ｐ73女声　　Aｈの前にアの形を作っておく 

練習した事を忘れないで。次回の練習時に練習前の

状態に戻らないように！！と大川先生からコメントが

ありました。（頑張りましょう）

8月25日（土）

8月最後の練習。

今日も熱い太陽が照りつける。

練習室は冷房が効きすぎて

少し寒い

＊

14時。リフレッシュ氷川。

合唱指導は佐藤先生。

ピアノ伴奏は田村先生。

＊

「道化師」

最初のほうをざっと歌ってみて

佐藤先生からの指摘。

①喜びに満ちた表情で

②息の流れに気をつけて

例）evivaは、点で当てない

③歌い終わりの音は息をとばして

④四分音符、八分音符、休符の長さに気をつける

⑤○パリャーチ、×パリアーッチ

p18 アルト Sonのnは、舌を上あごにつけて

p20 女声　上段２小節目の八分休符、下段3小節目四分休符を意識

p21＆22 バリトン　serioとpassaの最初の四分音符は長く

p25全体 Indietroのtro、トロはだめ！

p29男声　Evivaのaの母音を聴かせる。音を飲み込まない

　　全体　下段3小節目は速くならないで

p31全体　上段4小節目のPocorit.は、指揮を見ず、フライング気味

　　　　　　ぐらいの意識で

　　女声　下段ognunの四分音符はゴージャスに。テヌート気味で長く

p35バスバリトン3小節目からrit.しないで次へ

p36テノール　上段2小節目遅れない

p41 全体　ci assorda!は歌わないくて良い。ドラマ重視

p48全体　4小節目～レガートをやわらかい音色で。

　　芝居を楽しみにしている気持ちを込めて。

p58 男声　出だしを遅れないように

p60 テノール　2段目3小節目のva短く

p61テノール　2段目1小節目naは短く

p148ソプラノ　上段3小節目Prestoのstoは四分音符

p149 女声　compareは呼びかけているのを意識

p150全体　上段2小節目の入りはソリストの歌い終わりを待たないで

p160全体　4小節目最後の音は長めに

p167全体　四分音符の長さを正確に

＊＊＊＊

「カヴァレリア・ルスティカーナ」

p13女声　最初のミの音長めに、ロマンティックに！！

p15 女声　長い音符をしぼませないように

p19女声　Pで歌う

p23女声　tempo e si mormoriは、最初に出てきた部分とは、

　　　　　　音（喜び）の圧力が違う。華やかな音色で

　　バス　下段4小節目al suo richiaはレガートで

p24女声　上段　歌い切り、投げる

p33テノール　出だし遅れないで

p36ソプラノ　音が低くならないように

p38女声　上段2小節目音が跳躍しても音をつなげる

　　バスバリトン　上段2小節目早めに出る

p41全体　下段3小節目ハーモニーを意識する

p47全体　四分音符は短いと思ってリズムに乗り遅れない。縦ノリにならない

p59全体　インネジャーモで切らないで言葉をつなげる

p66全体　2小節目の最初の四分音符は長めに

p67全体　Signorが２回つづくが、最後の音の長さは異なるので歌い分ける。

　　　　　　2回目はさっぱりと切れる

p122全体　スタカートはもう少し切って。お腹を使う

p126全体　andiamはフォルテで

131全体　Vivaの最初のvは早めに準備

p136全体　下段はPiu　mossoに入る準備をする

p158上段は全員でセリフを言わないことになりました

8月18日（土）

朝方強い雨が降る。

ひととき涼風が吹くが、

午後からまた暑い夏の太陽が

戻ってきた。

14時。リフレッシュ氷川。

合唱指導は大川先生。

ピアノ伴奏は田島先生。

＊

「カヴァレリア・ルスティカーナ」

p15 女声　１段目5小節目～２段目1小節目のスラーを意識する。

　　　　　　　野球のバットを振る前の準備、あるいは包丁で大根を

　　　　　　　切る前に包丁を一旦持ち上げる感じで。２段目1小節目

　　　　　　　のmは強くなりすぎずに息を流す。縦割はダメ

p16女声　２段目2小節目morへ向かって息を増やすように

p17男声　３段目１～３小節目。aもvoiも音を長く。レガートで

　　　　　　3小節目のoから盛り上げる

０18男声　２段目3小節目乱暴に歌わない。横に息を流す

p19女声　3段目の入りは準備が遅い。Cessinのssは撥ねない。

　　　　　　上から音を見下ろして歌う

p20女声　1段目のtorは短く言い切る

p22女声　２段目5小節目Ah!は機敏に

p23男声　１段目1小節目oを遅れないように。早めに歌って待つ

p24男声　２段目3小節目Ah!じゃ音を気持ち長めに

p33～全体　O　che bel mestiere fare il carrettiereの　スタカートは、

　　　　　　　喜びを伝える目的。レガートを楽しく歌うと

　　　　　　　自然にスタカートになる

　　　テノール　２段目3小節目の伸ばす音は、ブレス取れるくらいで切る

p35 ソプラノ　Ah!は思い切って

p37女声　出だしをわくわくした気持ちで

p41全体　２段目2小節目の伸ばす音は、長すぎる。次のことを考えて

p48～47 全体　常に円を描く、あるいは振り子が左右に揺れるように

　　　　　　　　　　３拍子を感じて。水道の蛇口をひねって水を出しっぱなし

　　　　　　　　　　の状態にするようなイメージで横に流す。抑え目の音で 

　　　　　　ソプラノ　歌い始めのInの前から野球のバットの振り準備。低いレの

　　　　　　　　　　　　ときに高いレを感じて。neをしっかり聴かせる

　　　　　　バスバリトン　テンポ遅れない。Signorで止まらない

p52 全体　2小節目cielの伸ばすところは神様が上方にいるかのごとく

　　　アルト　InneggiaのInの前のバットの振りを早く。giaは伸ばしすぎない。

　　　　　　　　その次から音をふくらませる

p59～全体　Inneggiamo　al Signorは、音を細切れにせずスラーで

p122～男声　家に帰りたい気持ちがスタカートになった。スタカートが目標ではない

p123女声　２段目1小節目miはアクセントを当てて引く感じ

p124女声　２段目3小節目miから次へ遅れずつなげる

p131 全体　Vivaは、Viが長い

p134全体　１段目2小節目Pは、遊んでいる感じや喜びを込めて歌う

p140 全体　一日10回練習すべし！

p142は、ソプラノの3人だけ歌う

p158は、1段目は、女声みんなで、2段目はソプラノの1人だけでセリフを言う

＊

「道化師」

P18～女声　Sonは、Sを言いすぎず、oをはっきり言う

p19～全体　パートごとの歌のラインをつなげていく意識で

p21&22女声　3連符は、円の中に入れていくように歌う。細切れに3つの音を歌わない

p27全体　4小節目　忙しい感じにならないで

p35男声　3＆4小節目　短くならないで

p40 全体　4小節目からしっかりしゃべる

p50 女声　笑いの最後は決めすぎないで

p58男声　ずっとドの音！

p61女声　ゆるく横に流す感じで

p73女声　Ah!のドの音はしっかり響かせる

p148ソプラノ　1段目4小節目からはレガートで

p149　アルト　レガートで歌う

p215 バスバリトン　言葉をはっきり

p219 男声　音の切りを女声と揃えるように

”笑い”の部分の練習をしました。

＊＊＊＊

両曲とも暗譜練習をしました。

次回はマエストロの合唱練習です。

8月11日（土）

熱風に包まれるような

厳しい暑さが連日続く。

汗をぬぐいながら練習場へ。

14時。

今日の合唱指導は大川先生。

ピアノ伴奏は松原先生。

＊

「道化師」「カヴァレリア・ルスティカーナ」

とも暗譜を主眼とする練習を行いました。

「間違っても良いので、間違ったところを

家に帰って確認して歌えるようにしてください」

と大川先生。

「カヴァレリア・ルスティカーナ」

p19 女声　叫ばない。息を流して

p47 ～全体　３拍子を感じて、敬虔な気持ちでストレスなく歌う。

　　　　　　　　母音を先に意識する。Eiは遅れない

　　　　p58 バスバリトン　2小節目早めにブレスして歌う

p59～ 全体　早めにブレスして全部丁寧に歌う

8月4日（土）

俄かに雨が通り過ぎると、

蝉の声が喧しく夏空に響く午後。

14時。

合唱指導は大川先生。

ピアノ伴奏は松原先生。

＊

大川先生から、

「本番は一度なので練習でも一度でいい声が出せるように」とのお話の後、

■「カヴァレリア・ルスティカーナ」

p15 女声　笑顔で。２段目4小節目traiのrは巻く。３段目1小節目はオルとすぐに巻く

p16 女声　１段目最後の音は切りを早く。３段目3小節目radのrは音符より前に出す

　　　アルト　2弾目1小節目から2小節目は、morに向かってクレシェンド

p17 女声　１段目1小節目corのrは巻く

　　　男声　２段目1小節目rumoreのruが短すぎる。3小節目　riposandoのrは音符よ

　　　　　　　り前に出す。3段目2小節目occhiのオッは、喉で止めない

p19 女声　３段目1小節目の入りは、息を吸いきってから歌い始める。４段目Vergine

　　　　　　　vは音符の前。その小節の前のlaは短くなって良い

p37 男声　３段目3小節目　スタカートで。

　　　バスバリトン　ｍｅｓｔｉｅｒの語尾は長い。アクセントはつけない

p40 女声　２段目2小節目～ぽんぽんと前に並べていくように

p41 全体　２段目3小節目～遅れないで

p46　全体　輝かしく温かい息で！！IｎｎｅｇｇｉａｍｏのIｎは、はっきり！！

　　　ソプラノ　息をまぜず、体を使って歌う

　　　アルト　あまり考えすぎず、無心で歌う

p47 男声　ｍｏｒｔｏのmorは、見上げない、見下ろして

　　バスバリトン　声はしっかり。温かい音色で

p48 全体　ａｌｌａは喉で止めない

p52 アルト　2小節目ｃｉｅｌは音を上に感じて。3小節目ｍｏｉｌは、伸びすぎない。次の

　　　　　　　音符から前へ前へ歌う

p68 全体　最後の伸ばす音は、神様に声が届くように。切る音は巻く

p122　男声　家に帰りたいからスタカート！

p123 女声　笑顔で

p132 テノール　２段目4小節目ｂｅｖｉａｍは、一生懸命出さず、軽く

p133 全体　ｌａは、強く

p134　全体　ｇｉｏｓｔａｒａは遊び心を持って歌う

　　　バスバリトン　２段目お酒を飲みながら肩を組んで歌う感じ。ただし日本酒では

　　　　　　　　　　　　ない？！

■「道化師」

最初の方を歌ってみて、大川先生から

「ブレスのタイミングが遅い」と指摘。

（記録者早退のためこの後記録なし）

＊

大川先生の鋭く的確でユーモア溢れるコメントに

合唱団員の笑いが絶えない楽しい練習でした。

7月28日（土）

「暑い！」という言葉しか

思い浮かばないほど気温が上昇。

熱い夏到来。

14時。リフレッシュ氷川。

合唱指導は、久しぶりの

マエストロ、佐藤先生。

ピアノ伴奏は田島先生。

＊

■「カヴァレリア・ルスティカーナ」

p４６～

美しい息の流れを意識。

リズムをカウントしない。音節で歌わない。

祈りの気持ちを込めて温かい息で。

長い音符はなくならないように。

ヴァイオリンの左手の感じを思い浮かべて

（息を吐きだし、響き＜母音を先に意識＞を出す）

p４７　男声　１段目2小節目morのmからファの音で

　　　　バスバリトン　１段目2小節目Eiをひらべったく歌わない

　　　　アルト　2段目1小節目dischiusoのdiなど拍の頭でない

　　　　　言葉の始まりを意識

p４８ソプラノ　1段目1小節目ラが続くと音程下がる。歌うたび新しさを感じて　　　

　　　　　　　　　Signoreのreの音は上に感じて。２段目1小節目ファの音は

　　　　　　　　　重力に逆らうように歌う

p５０　ソプラノ　1段目1小節目最後のソの音は掘り下げない

p５２　全体　ドラマに関係ある息遣いで。前ページのサントゥッツアを注いで歌う。

　　　　allaはアッラ

p５３　アルト　他パートを聞きながら、大きさを考えて歌う

p５５　アルト　Innegiamo～は聞こえにくいので大きめに。また入りは早めに

　　　　バスバリトン　alla gloria del ciel!は信仰心が高まる感じで

p５７　ソプラノ＆テノール　掛け合いを聞いて。アクセントはついて良い

p５８　ソプラノ　gloriaは下がり過ぎない。

　　　　全体cielは言い切る！

p６０～　アルト　al Signorは自己主張して

　　　　　バスバリトン　１段目の下降系はバスらしい音色で

p６４　全体　ciel!は長めに

p６５　バスバリトン　短くならず。

　　　　全体　テヌート＆レガート。横に歌う感じ

p６７　ソプラノ　1段目1小節目のgnorの長さを歌い分ける

p１２２

男声　1段目amiciは愛情を持って。３段目Or　che letizia～はレガート

　　　　senza indugio はきちんと言えるように

p１２２～１２３　全体　小さい声ではなくて、安心した声、柔らかい音色で

　　　　　　　　　女声　出だしは、可愛く、20歳から35歳ぐらいまでの若妻風に

p１２４　女声　２段目３～４小節目のタイは、長すぎないように

p１２６　全体　１段目2小節目からの伸ばしは明るく

p１３３　全体　viamのvは早めに

p１３４　全体　１段目2小節目からのクレシェンド意識

p１３５　１段目2小節目からはレガートで。ぶつぶつ切れない

p１３７　全体　四分音符を長めに意識

p１３９　3小節目はオーケストラと一緒に切る

■「道化師」

p１８　全体　出だし～軽い音色で歌う

p２５～　全体　tｒｏは×トロ

p４７　アルト　３小節目ｖｅｒｅｍｏは明るく

p４８　ソプラノ　４小節目からはレガートで

p６４　女声　落ち着いたテンションで

p６７　テノール　２段目１小節目のｓｉでブレス

p７１　全体　アクセントはロマンを持って長めに。当てない！

p１４７　男声　出だしは早めに音程を定める

p１４８～　女声　Prestoのｐｒは、音符より前にだして

p１５７　全体　１小節目から２小節目のｍａｉと次をつなげない。

　　　　　　　　　次はダメ押しをするように歌う

p２０５　アルト　場の空気を読んで歌う

p２１７　全体　長めにAh!

p２１８　ソプラノ　カニオのsｐａｓｉｍｉをきっかけとして、Aiを歌う 

7月21日（土）

気温が下降して肌寒い日。

連日の暑さから解き放たれて

ほっと一息。

曇り空を眺めながら練習へ。

14時。リフレッシュ氷川。

合唱指導は坂本先生。

ピアノ伴奏は松原先生。

＊

「道化師」

はじめの方を歌ってみての

坂本先生からの指摘

●日本人にありがちな揉み手のリズムになる

●休符がなくなる

●スピード感が鈍い

●フォームが決まってないのに歌い始めている

●母音が響いていない

p18 メゾアルト　出だしのSはSの方向を見定めて

p19　女声　　2段目のlaは体を引き上げて歌う。Tutの音は長いことを意識

　　　バスバリトン　ハーモニーがべたっとしている。言葉のスピード感に欠ける

p21　テノール　１段目3小節目から　拍をしっかりとらえて母音を次の子音まで保つ

p22 バス　２段目入りの準備が遅い。出すぎるぐらいに素早く

p23 バス　Giaはスピード感を持って

p28 全体　Evvivaのvvは、音が下がって聞こえている。

　　　　　　唇と歯を意識して有声子音にする。音程をつけて。

p42 全体　Con lui～音を全部同じように。子音を強く、減衰していかない！

　　　　　　　tacereは、弱くなるのでなく、しゃべりたい気持ちを持って

p46 全体　歌い方が、”柳の葉が風になびいて、なびきっぱなしになっている。

　　　　　　　木にきちんと戻るように歌う”

p48 全体　oreのoの伸ばしは止めないように

p50 ソプラノ　一単語に聞こえない。点になっている

p58 テノール　音を痩せさせないで、深く！

p59ソプラノzamのmをしっかり歌う

p60 バスバリトン1小節目　拭き掃除あるいは、氷上を滑るように歌う

p61 女声　La　campanaは、犬ぞりの犬の立場で、自分で運んでいく

p62 全体　AndiamのAnの入り早く。nの音がなくならないように。diamの音は長い

　　　　　　ことを意識する。３段目は、前へ前へ音を響かせて、弱拍こそ強く

p69バスバリトン　Gia～一単語の中の動き方を考えて歌う

　　全体　下段のLemannmeのクレシェンドは最初抑え気味で盛り上げていく

p70～71 女声　e ttto～お腹から声を。言葉の流れを感じて。raは、点に当てるように

　　　　　　　　　　歌わない。息の深さを意識

p73  女声　Ahの一度目は一拍目で入るように気をつける

p148 ソプラノ　1段目3小節目　Prestoのstoは四分音符なので長さに注意。

　　　　　　　　　　　　　4小節目　Prestoのstoは高めに。一単語を意識して歌う。

　　　　　　　　　　２段目1小節目はテンポを一定に。affretiamociで次はしゃべり直す

　　　　　　　　　　ように歌う。2小節目ciで切る。このページは、レガートとそれ以外

　　　　　　　　　　の区別をつける

p150 メゾアルト　2小節目の出だしはソプラノのtiを待たずに入る

p154 全体　Benはeの音、nの音をしっかり出す

p156 全体　Viaはヴィーア　　

＊＊＊

「カヴァレリア・ルスティカーナ」

p13女声　体の中がaの音で満たされるように。イタリア人のようにからっと

　　　　　　（暗くならないで）歌う

p15 女声　ここもからっとした感じで歌う。スラーの中のスラーを意識。Lezのeの

　　　　　　音をはっきり。marginiのmの音が破裂音にならないように、響きを持って

p16女声　si mormoriは、siから次へ運ぶように。morのミの音が痩せないように  

p17男声　voroが少し凸凹した印象

p19女声　Ver　gine serenaのginesereは、回転を持って運ぶように。naの音は

　　　　　　しっかりと伸ばす。allietashiのlieは上から、taの着地点を見て

p46～全体　長い柄の棒の先、あるは水平線を眺めるように歌う。最初から

　　　　　　　　盛り上げようとしない

p68 全体　最後の音はrの巻き舌

p122～全体　スタカートは撥ねるのではなく、響かせる。何もないホールで、

　　　　　　　　物を落とした時にその音が響くように

　　　　　　　　a mici　のmiなど伸ばす音は音を送るように（小旗を振り続けるように）

　　　　　　　　歌う。 ciaspettanoのnoの音や、corriamのmの音が下がらないよう　　              　　　 senza indugio corriamは、腹筋を使って、池に石をぽんぽんと

　　　　　　　　飛ばすように。腹話術、機関銃を撃つような歌い方はダメ

p131　全体　Vivaは、自転車をこぐように。↑↑のイメージ

p133 　全体　laは、落とさない。響きを上げるように。叩いてはダメ

p134 　全体　giostraのstraは天井を3回拭くイメージ。aは明るく

p135  ソプラノ　dei-i'amante miteは、自分で運んで行く。運ぶ幅を広くして、

　　　　　　　　　　パワーが増すように

p136 女声　テノール　lieta ogniの3連符は、濡れ布巾掃除のように

p137 全体　遠くに行く感じ。vinのnは、少し引っ張って。小節を追うごとに階段を

　　　　　　　上がるが、階段のつくり方を幅広くする

　　　ソプラノは、音を下方でとらえない。前にかぶせる感じ。当てるのはダメ

以上、とても細やかな坂本先生の合唱指導で、今日も少しずつ

声の響きが豊かな合唱に変容していきました。

　　　　　　　

7月14日（土）

夏の日差しが

強く照りつける午後。

合唱指導は新海先生。

ピアノ伴奏は田村先生。

今日は合唱団員の発表会が

あるとか、連休絡みもあり、

出席者がいつもに比べ少ない。

＊

「カヴァレリア・ルスティカーナ」

p15 女声　ブレスが遅い

p16 女声　3段目2小節目の休符を意識

p17 男声　２弾目３小節目riposandoのrははっきり巻く

p19 女声　叫ばない！

p47 全体　（この曲全体を通して）敬虔な気持ちで歌う

　　　　　　　歌うストレスをできるだけ軽減して歌う

　　　　　　　母音を先に先に発音するように意識

　　　　　　　子音の発音速度も遅い。3拍子を感じて

　　　　　　　八分音符が遅くなる。

p52 メゾアルト　2小節目は休符後も音をキープして。

　　　　　　　　　　3小節目八分音符の上行系は、前へ前へと意識して歌う

p53ソプラノ　2小節目の最初の音はお腹を使って。下に落とさない。

　　　　　　　　3小節目のソの音は上から振り下ろすように。天使が音の

　　　　　　　　雨を降らすように。

　　　バスバリトン　フレーズ始まりは、新しさを感じて（このページ以降も）

p54 ソプラノ下の音を歌う人　レミドの音は印象深く。テンション乗り遅れず、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　クレシェンドするつもりで

p56テノール１小節目のレのシャープ、音を注意

p65～全体　Inneで呼吸を止めない。節回しをつけない

p67～全体　2小節目の休符で大きくブレス

＊

「道化師」

p146より練習開始　

p151バスバリトン　１小節前からブレス

p155 ソプラノ　２段目1小節目の音横に口を開きすぎ。縦に。掘ってはいけない。

　　　　　　　　　　　　　4小節目の音はからだを使って

p156 ソプラノ　2段目4小節目　ラの音が硬い。良い音で。ペルでなくて、エル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でも可

p162 ソプラノ　1段目vvで止まらないように。上の歯で下唇を噛まない。

　　　　　　　　　軽く当ててヴの音を出す

p163バスバリトン　１段目　乗りづらい感じがある

p168 全体　母音だけで歌う練習をすると良い。遅れない。Fの音は音符の前に

　　　　　　　　出すように歌う

p179　全体　笑いのａｈは7つ！

ｐ205 　バスバリトン　２段目Zの音は音符の前に出す

p218　全体　FermaのFは音符の前に出す

7月7日（土）

雨の七夕。

練習後雨足が強くなる。

今日の合唱指導は竹内先生。

ピアノ伴奏は田島先生。

竹内先生の電車のトラブルにより

最初1時間は田島先生の合唱指導。

＊

「カヴァレリア・ルスティカーナ」

p13 アルト　Ah!は、焦らず、日の光を感じて明るく

p19 女声　３段目最初の音は上からつかむ。

             ４段目3小節目alの音は　早めに準備

p46 全体　Inの音の長さが長くなり、歌が遅れ気味になる

p49テノール　一段目2小節目morの音、準備早く

p122男声　casaのcaは重く、saは短く。３段目装飾音は前に出して

　　　　　　　３段目5小節目gliaははっきり

p123 女声　３段目1小節目miは良い声で

p124女声　１段目3小節目　diamはディミニエンドを大切に歌う

p134 全体　giostra!は3小節目からクレシェンドを意識

       女声　２段目　2小節目四分音符長めに

p139全体　２弾目最後の音はmを発音

p142女声　Lolaは人名なのでたっぷり歌う

＊＊＊＊＊

「道化師」

p31 全体　休符を大切に歌い、パートがお互いに聞き合う

p59 バス＆バリトン　ポルタメントしないで歌う

p66女声　２段目１小節目chiaの十六分音符をしっかり歌う

p67　テノール　１段目3小節目の入りが遅れないように

　　　　　　　　　　２段目１小節目ｄｉを遅れないように

p69 ソプラノ＆テノール　２段目１＆２＆３小節目の一音目まではノンブレスで

p71全体　アクセントは押すようなイメージで

p７３女声　２段目5小節目と２段目2小節目の入りを正確に

p162女声　２段目1小節目は正確に切る

p214テノールｇｉｕの音にアクセント

p215バス＆バリトン　１段目1小節目は遠くの人に呼びかけるように

＊

竹内先生の指導は、できない部分を繰り返しながらも

ポイントを抑えて小気味良くさくさくと進み、分かりやすかったです。

9月15日（土）

月見の季節とは言え、

暑い日が続く。

先週に続き、幡ケ谷での練習。

幡ケ谷区民会館。

14時。

合唱指導は大川先生、

鈴木先生、

ピアノ伴奏は田島先生。

演技指導は仲津留さん。

＊

舞台袖での並び順プリントが

配布されて、舞台に出て並ぶ

練習を行う。

「道化師」

「下を見ない、首を下げない」と

注意あり。

p27 2小節目の休符は必ず休む

ｐ48 わくわくする。盛り上がる。

　　　カニオに憧れの眼差し。

　　　子どもは何が起こるのか父母に聞く←楽しいことがあるよ！

p51 リアクションは80％に抑える。おしゃべりを続ける。

p58 ちょっとまずいことになったという笑い。飲みに連れていって

　　　もらってカニオにおごってもらおう！

p59 バグパイプは、時間を知らせる役割ではないか？

　　　バグパイプの音を聴いて同心にかえる。子供たちを見るか、感慨にふける

p148 良い席を探して、バトルがはじまるまで動く。

       上手の人も下手まで動く。

p155 バトルする人たち以外は、さっぱりと演技。

***

「カヴァレリア・ルスティカーナ」

p15 女声はスラーを強調して歌う

p47 指揮を見て、指揮のテンポで歌えるように

9月8日（土）

晴れて今日も30度を超える

気温の午後。

幡ヶ谷の商店街の安い野菜に

目を奪われながら幡ヶ谷社会

教育館へ。

14時。今日から立ち稽古。

子供の出演者も一緒に、

演出助手の岡田さんの指示で

立ち位置を確認する。

合唱指揮は竹内先生。

ピアノ伴奏は松原先生。

＊

立ち位置のプリントが配布

される。「前回配布された、

演技プランやこれから指示

された内容は楽譜に細かく

書き入れてほしい、

女声はお祈りの場面用に

ベールのような布を用意して

ください」と岡田さんからお話が

ありました。

＊

「道化師」

p２２　上手より子どもたち登場

p２４　子どもを連れてくる女性は、

　　　　子供を後ろからひっぱらないように

p２５　馬車が出てくるが馬車そのもの

　　　　を見ない。馬車は上手の会場にある

　　　　ように演技する

p４１　Uh!は、うるさいけど楽しい、嬉しい

　　　　気持ちを込めて耳を押さえる　　　

p４５　カニオの親衛隊2人の女性は、カニオの横に

　　　　ひざまずいて、うっとりとカニオを見つめる

p４６　カニオの親衛隊元の位置へ

ｐ５０　笑いのところで子どもを元に戻す

p５１　上手下手に子どもと親退場。男声下手の方へ

　　　（芝居の花形役者と飲みたいという気持ちで）

　　　　女声は配られた芝居のちらしを見て会話する

p５８　ネッダを見ない。カニオを見る

p５９　助演のバグパイプ吹きは上手前から登場。

　　　　子どもたちが5人上手前よりパイプふきの後について歩く

＊＊＊＊

「カヴァレリア・ルスティカーナ」

p１１　教会へオレンジや野菜など収穫物を届ける設定

p１７　女声が歌い終わったタイミングで子どもたち登場

　　　　O　belle occhidiが聞こえたら、女声はときめいた

　　　　嬉しい表情で

p１８　男声歌い終わったらペア同士ハグ。キスはだめ

p１９　女声の歌の前に男声とペアの女声は農具を預かる

p２０　愛情表現を見せる。肩に手を置くなど

p３５　ローラの家は下手。下手を見る。トリドゥとローラの

　　　関係は知らない演技

p35  Ah!は下手陰で歌う

p36 　Ah!は全員で歌わないかも

p４５　前列に並ぶ人は三々五々跪く

p６５　サントゥッツアの歌のあいだに跪いた人が立ち上がる

　　

9月1日（土）

湿気を含んだ風が吹く

暑い午後。

14時。ケアコミュニティ美竹の丘。

合唱指導は、大川先生。

ピアノ伴奏は、松原先生。

＊

「カヴァレリア・ルスティカーナ」

p１５　女声　３段目1小節目niの後、隙間ができないように

p１６　女声　２段目２小節目mormoriはきつくならず。温かく

　　　　　　　　3段目2小節目tiは息を流す。ステンレスに氷が滑るように

p18　男声　　２段目1小節目come～揃ってない。曖昧になっている。

　　　　　　　　　　　　4小節目音を長く伸ばす

p１９　女声　　歌いだしのブレス準備しっかり。深く息を吸う

p２０　女声　　1段目1小節目伸ばしすぎない

p３３　男声　　楽しいからスタカート！アクセント注意。（p３７の女声も同様）

　　　　　　　　　４段目3小節目もう少し伸ばす。

p４７　全体　　Innegiaで息を止めないで流す。２段目1小節目schiuは、

　　　　　　　　　口を狭くしないで

p５２　全体　allaは暗くならない。

　　　　メゾアルト　3小節目giaからmoへの食付きが遅い

p５３　バリトンバス　弾まない。土台になるように

p５８～　全体　alのlを響かせる。Signorは、スィ

p１２２　男声　１段目4小節目miのアクセント活かす（女声も）

p１３２　バスバリトン　beviamは、必死さを出さず、軽く

p１３３　全体la giostra のアクセント息を流して喉をつめない

p134  女声　２段目レガート。息流す

　　　　バスバリトン　2段目肩を組んで歌う感じ。ただし日本酒でなく

＊＊＊

「道化師」

p１９　女声　1段目１＆２小節目　喉で声を出さない

p４９　全体　歌い終わりしっかり言い切る

p５０　ソプラノ　笑いの後歌う準備を

マエストロがどんな風に指揮をしても合唱がついて

行けるように、と大川先生がテンポに変化をつけながら

合唱の指揮をして下さいました。

